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1．はじめに
中高年の登山ブームは、深田久弥の「日本百名
山」5）に多大な影響を受けて発展してきたが、現在
では成熟した様相すら感じられる。近年では、中高
年登山者だけでなく、若年層が、「山ガール」や「森
ガール」といったファッションを楽しみながら、気
軽に登山に取り組むようになってきている。このト
レンドは、登山用品やアパレルメーカーが綿密な
マーケティングを基に作り出していると言えるのだ
が、登山に対するイメージが以前よりポジティブに
なっており、業界全体の活性化に繋がっている。例
えば、民間の室内クライミングウォールの急速な増
加は、単に人工壁の施工技術の発展が理由だけでな
く、この背景の延長線上にあると推測できる。かつ
ての硬派な「岩壁登攀」ではなく、オシャレでかっ
こ良い「フリークライミング」の興隆は、今の若者
達の指向に一致しているといえるだろう。
上述した社会的動向に呼応して、フリークライミ
ングを体育授業の一つとして導入する大学が増え始
めている。近年、徳山 9）は、大学体育授業として
フリークライミングを行い、その一般教育として機
能する過程を検討している。そして、フリークライ
ミングには、身体を備えた立場から「自己」「他者」
「自らの相互作用に位置づく生活世界」を理解する
ことを可能にすると指摘している。また、永井
ら 6-8）は、冒険活動を含むキャンプ経験が青年期の

信頼感の向上に影響を与えることを報告している
が、冒険的側面を持つフリークライミングにおいて
も、その改善に期待ができると思われる。しかし、
大学授業としてフリークライミングを対象とした研
究はあまり見られない。このように本研究では、健
康なパーソナリティの第一の構成要素である「基礎
的信頼感」1）の重要性に着目し、フリークライミン
グによる信頼感への影響を検証する。
なお、本報告においては、量的データの分析結果
のみを提示し、質的データに関しては紙面の都合で
割愛する。

2．研究方法
2.1	対象

2010年度 A大学の必修体育（2クラス分）を受
講した 1年生 57名、および 2011年度 A大学の選
択体育「クライミング」を受講した 2年生以上の学
生 14名のうち、データに欠損のない計 55名（男
24名、女 31名）を対象とした。なお、前者の必修
体育は、教養教育としてのスポーツ文化の理解と習
得を目指しており、前期には様々なスポーツ種目に
取り組み、後期を通してクライミングを行った。

2.2	授業概要
対象とした必修体育および選択体育の授業は、後
期期間（9月～翌年 1月：全 13回前後）に、筆者
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が授業指導を行った。また各回の授業構成は、①ス
トレッチ（5分）、②ウォーミングアップクライミ
ング（15分）、③小講義（10～ 15分）、④メインク
ライミング（40分）、⑤振り返り（10分）を基本と
した。なお学習内容は、表 1の通りであった。

2.3	調査と手続き
（1）信頼感の測定
受講学生の信頼感を測定するために、天貝 1-3）が
作成した 24項目からなる「信頼感尺度」を用いた。
信頼感尺度は、「自分への信頼」、「他人への信頼」、
「不信」の 3つの下位因子から構成されており、対
人的信頼感を多次元に測定できることが特徴であ
る。本研究では、「非常によくあてはまる（4点）」「少
しあてはまる（3点）」「余りあてはまらない（2点）」
「全くあてはまらない（1点）」の4段階評定で行った。
第 2回目授業開始直前（以下 Pre）、第 11回目授業
終了直後（以下 Post）の計 2回測定を実施した。な
お統計処理には SPSS ver.21 for Macを用いて、性・
群および測定時期を要因とする分散分析を行った。
（2）質的データ
結果をより多角的に考察するために、①授業後レ
ポート、②参与観察から得られた質的データを適宜
分析した。

3．結　果
3.1	信頼感の変化
（1）全体
表 2に、対象者全体に関する信頼感の平均値と標
準偏差を示す。次に、3つの下位因子（「自分への
信頼」「他者への信頼」「不信」）の変化を検討する
ために、因子ごとに測定時期を要因とする一要因分
散分析を行ったが、いずれの下位因子も変化は認め
られなかった。
（2）性差の比較
表 3に、性別の違いによる信頼感の平均値と標準
偏差を示す。次に、3つの下位因子ごとに性別と測
定時期を要因とする二要因分散分析を行ったが、い
ずれも変化は認められなかった。
（3）高低群の比較
受講前における信頼感の高低の違いによる変化を
検討するために、各々の下位因子 pre得点を基に、
低群（27名）と高群（28名）に分類し、群と測定
時期を要因とする分散分析（2× 2）を行った（表 4、
図 1～ 2）。その結果は、次の通りであった。

「他者への信頼」は、群と交互作用に有意差が認
められた（群：F(1, 53)=35.15, p＜ .01、交互作用：
F(1, 53)=7.22, p＜ .05）。また、交互作用分析の結果、
群は preと postともに単純主効果に有意差が認めら
れ、測定時期は低群にのみ単純主効果が有意に向上
した。つまり、もともと「他者への信頼」を弱く感
じていた者に限っては、その信頼感を強めたことを

表 3　信頼感の平均値と標準偏差および分散分析結果（性差）

表 2　信頼感の平均値と標準偏差および分散分析結果（全体）
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意味する。これに対して、「他者への信頼」を強く
感じている者は、授業前後にその信頼感は変化しな
かった。
「不信」は、群に有意差が認められ（F(1, 

53)=66.10, p＜ .01）、交互作用は有意傾向を示した
（F(1, 53)=2.88, p＜ .10）。また、交互作用分析の結果、
群は preと postともに単純主効果に有意差が認めら
れ、測定時期は低群にのみ単純主効果が有意傾向を
示し低下した。つまり、もともと「不信」を感じて
いなかった者が、やや「不信」を感じるようになっ
た。これに対して、もともと「不信」を強く感じて
いる者は、授業前後にその信頼感は変化しなかっ
た。

4．考　察
クライミング課題の特徴は、半恒久的にその難易
度（レベル）が変化しないことである。そのため、
課題をクリアできるかどうかは、客観的に自身の成
長度合いを評価することに繋がる。この点は、他の
スポーツ種目より顕著な部分であろう。つまり、「自
分への信頼」に向上が見られなかったのは、授業と
いう枠組みであったため、課題への取り組み時間が
短く、十分な達成感を味わうことができなかったこ

とが要因として考えられる。渡邉ら 10）の研究にお
いても、クライミングの内的体験としても、「達成
感」「一体感」を抽出している。特に、「自分への信
頼」を高めるためには、この点を考慮する必要があ
るだろう。
また、ロープクライミングにおいて、クライマー
とビレイヤー（確保者）が一本のロープで結ばれる
ことは、互いの身体を他者に委ねることであり、身
体的かつ心理的一体感を味わうことになる。特に、
クライマーは完全に他者に身体を預けることにな
り、またビレイヤーは自身の身体のみならず、他者
の身体もコントロール下に置くことなる。つまり、
ビレイヤーは他者の命を預かるという、日常生活で
は体験ができない特殊な状況下に置かれる。このよ
うなクライミングというスポーツの構造的側面が、
「他者への信頼」感の醸成に影響を与えたと考えら
れる。たとえ他者を十分信頼しきれない者であって
も、クライミングというスポーツが成立するために
は、この構造が必要不可欠である。この構造的な必
然性が有効に機能し、「他者への信頼」を高めたも
のと推測される。
なお、受講生に対して、ロープクライミングの実
践は任意とし強制はしなかった。結果的には、9割

図 1　他者への信頼（高低群）の変化 図 2　不信（高低群）の変化

表 4　信頼感の平均値と標準偏差および分散分析結果（高低群）
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以上が主体的に実践をしていたが、質的データ（レ
ポート等）を分析すると、ロープクライミングを
行っている他者の様子を見ているだけでも、他者認
知の変化を意味する記述を確認できた。
クライミングを通して、不信を感じていなかった
者が、多少不信を感じるようになった。この結果を、
ポジティブに解釈をするならば、ロープクライミン
グは慎重な行動を要求される活動であり、ある意
味、彼らは適切な用心深さを持つようになったと言
える。あるいは、ネガティブに解釈するならば、命
を預けるロープクライミングの体験により、不必要
に疑り深くなったのかも知れない。いずれにして
も、本結果からは判断は困難であった。

5．まとめ
フリークライミング授業が大学生の信頼感に与え
る影響を検証するために、55名を分析対象として
調査を行った。その結果、次のことが明らかとなっ
た。
1） 分析対象者全体の信頼感の変化は認められな
かった。

2） 性差による信頼感の変化に、違いは認められな
かった。

3） 「他者への信頼」が弱かった者は、フリークライ
ミング授業を通して、その信頼感を強くした。

4） 「不信」をあまり感じていなかった者は、フリー
クライミング授業を通して、やや「不信」を感
じるようになった。これは、適切な用心深さに
変容したのか、或いは不必要に疑り深くなった
のかの判断はできなかった。
信頼感の変化要因は、本授業のフリークライミン
グのみならず、日常生活の影響も考えられる。しか
し、本研究においては、この非日常体験が、受講学
生に心理的変化をもたらすトリガーとなることを前
提としている。なぜなら、受講学生にとって、「ク
ライミング」という極めて独特なスポーツに取り組
むことは、非日常体験として強く印象づけられてい
ると推測できるからである。しかし、今後の課題と
して、その前提条件も含め、調査プロトコルの工夫

改善が必要であると考えている。
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